
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

子どもをめぐる状況 

資料８ 





○国際数学・理科教育動向調査（ＴＩＭＳＳ）

算数・数学の成績

勉強が楽しいと思う割合、学校外で宿題をする時間などで国際平均を下回る傾向。勉強が楽しいと思う割合、学校外で宿題をする時間などで国際平均を下回る傾向。

資料 国際教育到達度評価学会（ＩＥＡ）「国際数学・理科教育動向調査」（2003年）

理科の成績



○同一問題における通過率等の比較

◆前回調査との同一問題における無解答率の比較

◆前回調査との同一問題における通過率の比較

資料 文部科学省「平成１５年度小・中学校教育課程実施状況調査」

◆前回調査との同一問題における通過率の比較

平成15年度調査では、前回調査（平成13年度）に比べ、通過率が上昇。平成15年度調査では、前回調査（平成13年度）に比べ、通過率が上昇。



○授業の理解度

資料 文部科学省「平成１５年度小・中学校教育課程実施状況調査 質問紙調査集計結果－共通－」

学年が上がるにつれて、授業の理解度が低下する傾向。学年が上がるにつれて、授業の理解度が低下する傾向。



資料 （株）ベネッセコーポレーション「義務教育に関する意識調査報告書」（平成17年11月）
（平成16・17年度文部科学省委嘱調査）

○授業や学習指導の改革に対する意見（４）

地域での体験活動やボランティア活動の推進に、賛成意見が多い。地域での体験活動やボランティア活動の推進に、賛成意見が多い。



○平均の家庭学習時間

資料 文部科学省「『義務教育に関する意識調査』結果の速報について」（平成17年6月）

学年が上がるにつれ、家庭学習時間の長い生徒が増える一方、短い生徒も増える
傾向。

学年が上がるにつれ、家庭学習時間の長い生徒が増える一方、短い生徒も増える
傾向。



○通塾の状況

資料 文部科学省「『義務教育に関する意識調査』結果の速報について」（平成17年6月）

小学生の37％、中学生の51％が学習塾に通っている。小学生の37％、中学生の51％が学習塾に通っている。



○現在の学校教育に対する満足度

■アンケート対象者： 小学校、中学校、高校に通っている子どもを持つ保護者
■調査手法：インターネットによるWEBアンケート

–野村総合研究所（NRI）のインターネット調査サービス(TrueNavi）に登録しているモニター
に対しアンケート依頼を送付し、Web上でアンケートの回答を得た。

■調査期間：2005年9月6日（火）～2005年9月7日（水）
■回収サンプル： 1, 270人（回収率35.1％）

– NRIのTrueNaviの登録モニター（総計で約35万人）の中の小学生～高校生の子どもを持つ男女27,306人の
中から3,620人を無作為抽出した上で、調査協力を依頼し、そのうち1,270人から回答があった｡

○ 保護者に現在の学校教育に対して満足しているかどうかを尋ねたところ、満足（「非常
に満足している」と「満足している」の合計）が13.0％、「どちらともいえない」が43.9％、
不満（「不満である」と「非常に不満である」の合計）が43.2％であり、不満を感じている
保護者が４割強に達している｡

○ 子どもの学年別にみると、小学校低学年は「どちらともいえない」が多く、不満である

人の割合がやや低くなっている｡

・内閣府「学校教育に関する保護者アンケート」（平成１７年）

※ 子どもが複数いる場合は、年齢が最も小さい子どもの教育を想定して質問に答えるように依頼しており、文中で子どもの学年
を示している場合は、その最も小さい子どもの学年別に分けて回答を集計している｡なお、年齢が最も小さい子どもが高校生の保
護者の場合は、その子どもが中学生のときのことを想定して回答するように依頼している｡



学校に対する調査学校に対する調査児童生徒に対する調査児童生徒に対する調査

児童生徒の生活習慣や学習環境、
学校における教育条件の整備状況等
と学力との相関関係を分析

＜調査内容＞

＜調査結果の公表や提供＞
○国全体、各都道府県（４７）、地域の規模別（大都市、中核市、その他の市、
町村、へき地）における状況を公表

主として「知識」に関する問題主として「知識」に関する問題 主として「活用」に関する問題主として「活用」に関する問題

各教科などの土台となる基盤的な事項に絞って出題
－記述式の問題を一定割合で導入－

・知識・技能等を実生活の様々な場面に
活用する力
・様々な課題解決のための構想を立て
実践し評価・改善する力 など

（例）

必ずとる たいてい
とる

とらないこと
が多い

全く、または

ほとんどとらない

朝食と得点の関係得
点

・身に付けておかなければ後の学習内容に
影響を及ぼす内容

・実生活において不可欠であり常に活用できる
ようになっていることが望ましい知識・技能 など

平成１９年度調査実施日：４月２４日（火）平成１９年度調査実施日：４月２４日（火）

全国学力・学習状況調査の概要全国学力・学習状況調査の概要

＜調査対象＞
○小学校第６学年、中学校第３学年の原則として全児童生徒

①教科に関する調査（国語、算数・数学）

②生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査

○都道府県、市区町村、学校、児童生徒に各々の調査結果を提供

＜調査の目的＞
○ 全国的な義務教育の機会均等と水準向上のため、児童生徒の学力・
学習状況を把握・分析し、教育の結果を検証し、改善を図る
○ 各教育委員会、学校等が全国的な状況との関係において自らの教育
の結果を把握し、改善を図る

指導方法に関する取組や人的・物的な教育条件
の整備の状況、児童生徒の体力・運動能力の全
体的な状況に関する調査

（例）授業の合間や放課後における補習的指導の状況、
学校における教育の情報化の進行状況 など

学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面
等に関する調査

（例）国語は好きですか、授業はどの程度分かりますか、
一日にテレビを見る時間、読書時間、勉強時間の状況 など

・・保護者等へ説明するため、市町村・学校は、各自の判断で自己の結果を公表することができる

©©文部科学省文部科学省 初等中等教育局初等中等教育局 学力調査室学力調査室（参照）http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/gakuryoku-chousa/index.htm



（資料：文部科学省調べ）

○いじめの発生件数の推移



注） 「学校におけるいじめ」とは、いじめに対する学校側の不適切な対応等の事案であり、
いじめを行った本人を相手方とするものではない。

（資料：法務省調べ）

○学校における「いじめ」に関する人権侵犯事件

平成17年中における「学校におけるいじめ」は、７１６件となっており、昨年に比べ約
23％増加している。この種の事案は、ここ数年増加し続けている。
平成17年中における「学校におけるいじめ」は、７１６件となっており、昨年に比べ約
23％増加している。この種の事案は、ここ数年増加し続けている。



○いじめ発見のきっかけ・いじめの態様

（いじめ発見のきっかけ）

（資料：文部科学省調べ）

（いじめの態様）



○いじめの問題に対する対応

（資料：文部科学省調べ）



○いじめ問題についてのこれまでの文部科学省
の指導、施策の概要（１）



○いじめ問題についてのこれまでの文部科学省
の指導、施策の概要（２）



○いじめ問題についてのこれまでの文部科学省
の指導、施策の概要（３）



○教育相談について（１）

資料 文部科学省調べ（平成１７年度）



○教育相談について（２）

資料 文部科学省調べ（平成１７年度）



○教育相談について（３）

資料 文部科学省調べ（平成１７年度）


